
矢板家畜市場ワンポイント講座（令和6年12月）

ランピースキン病について
県央家畜保健衛生所

県央家畜保健衛生所 TEL:028(689)1200 FAX:028(689)1279

県南家畜保健衛生所 TEL:0282(27)3611 FAX:0282(27)4144

県北家畜保健衛生所 TEL:0287(36)0314 FAX:0287(37)4825

・ランピースキン病ウイルスによって皮膚(スキン)が凹凸(ラ
ンピー)する疾病(届出伝染病)で、熱発や泌乳量減少も認め
られます。皮膚病変は軽度ですと1か月程度で治癒します(人
には感染しません！)。

・令和6年11月6日に国内(福岡県)で初発生し、感染拡大が懸
念されています。

・接触により伝播し、ハエ・蚊・ダニでも媒介されます。
・牛等の移動により感染が拡大するため、発生農場では、牛
や生産物の移動・出荷を自粛する必要があります(影響大)。

①毎日の健康観察：特に発生地域からの導入牛は注意。
②害虫の駆除：殺虫剤散布や粘着シート設置。
③清掃・消毒：エタノール、次亜塩素酸ナトリウム、逆性石
けん等多くの消毒剤が有効。

(画像は農水省HPから引用)

国内発生状況
福岡県8農場
熊本県1農場
（R6.11.27現在）

※疑わしい症状を確認したら、すぐに家畜保健衛生所へ連
絡しましょう！

○ランピースキン病って？

○予防と対策は？


